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＜書式＞  

ワープロ書きにより、Ａ４判用紙、縦長・横書使い、本文のフォント（見出しはゴシック

も可）は明朝体で 12 ポイント、１行字数 40 字、行数 36 行、上下左右余白 20mm  

＜枚数＞  

15～20 枚（レポートの枚数は、参考資料を含めて 20 枚以内であること） 

 

 

（注）本資料は一つの例であり、筆者の独自性を阻害するものではありません。 
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手にどんな内容であるのかを示す役

割を持つと同時に、執筆にあたって文

章構成を整理する役目を持ちます。 



はじめに 

（＊）主な記載ポイント 

・テーマの選定理由・背景・問題点。 

    ・問題点を解決する必要性・重要性。 

    ・問題点を解決するアプローチ。 

    ・結論の方向性（自身が研究レポートで主張したいことの概要）。 

 

本文（第１章～） 

（＊）主な記載ポイント 

    ・見出しは本文の内容を的確に表現していること。 

    ・章・節間に記述される内容につながりを持たせること。 

    ・資料や参考文献の内容の羅列ではなく、これまでの鑑定業務の経験（事例）を 

踏まえ、ポイントを明確にしつつ、自身の見解・主張を論理的に記載する。 

また、鑑定実務の観点から、損害額と再取得価額の比較に基づく経済的な考察 

を含んだ内容とする。 

    ・図、表、写真等を活用し、読み手に分かりやすい内容とすること。 

    ・図、表、写真等には番号およびタイトルを付け、本文中に図、表、写真等に関 

する説明を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

    ・本文中で参考文献から引用した部分には番号を付ける。また、参考文献の情報

として、著者、表題、出版社、発行年、引用したページ数等を記載すること。 

 

 

 

 

 

（＊）参考文献から図、表、写真等を引用した場合は、当該図、表、写真の 

部分に参考文献の情報を記載。 

 

まとめ 

（＊）主な記載ポイント 

    ・「はじめに」に記述した問題点に対する結論や将来的な課題。 

以 上 

＜例＞ 

図１（あるいは表１）は、○○○○を示したものであるが・・・ 

表１ ○○○○ 

 

図１ ○○○○ 

図１ ○○○○ 

 

 

 

図、写真 

＜例＞ 

○○「○○○○」[1]○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○[2]。 
 

[1]ホームページ名、URL、閲覧した年月日 

[2]著者、表題、出版社、発行年、引用したページ数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 


